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特集「危機管理の視点を考慮したインターネットと
運用技術」の編集にあたって

宮下 健輔1,a)

本特集号は「インターネットと運用技術（IOT）研究会」

が中心となって企画，編集を行ったものである．

2011年 3月 11日に東北地方太平洋沖地震が発生した．

特集号提案当時，東日本大震災への対応は発生後 9カ月を

経て続いており，その内容は短期的なものから中長期的な

ものにシフトしてきていた．この東日本大震災への対応に

ついて，ネットワーク研究者や運用者・技術者がその知恵

と技術によって「何ができて何ができなかったのか」また

「これから何をするべきなのか」を中長期的視野をもって

議論する必要があると考えた．

これは今回のことに限らず，ふだんからどんな災害や不

具合を想定しどのようにネットワークや計算機システムを

運用するべきなのかを考えることにつながる．本特集号で

は，東日本大震災とその後の対応によって得られた数々の

実践例や運用経験を 1 つの出発点として，ネットワーク

や計算機システムの運用技術や関連する諸問題を「危機管

理」という視点で見つめ直した論文を掲載することで，イ

ンターネットが真にディペンダブルな社会基盤となること

に寄与することを目指した．

本特集号には 25編の論文が投稿され，24名の委員から

なる特集号編集委員会により査読が行われた．編集委員会

には 2011年末に本特集号と同様のテーマで開催された第

4回インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2011）

のプログラム委員経験者を迎えることでテーマの連続性を

強化した．また，これまで IOT研究会が企画した特集号

同様，指導的査読を徹底し，論文誌ジャーナル編集委員会

作成の「べからず集」を尊重するなど，できるだけ丁寧に

査読を行うことを心がけた．その結果，最終的に 13編の

論文を採録するに至った．震災やその後の計画停電への大

学の対応といった実践例，ふだんのネットワーク/分散シ

ステム運用管理の中から生まれた創意工夫，および社会基

盤としてのネットワークの安全性向上に資する手法等につ

いて論じられた優れた論文を多く掲載できた．

また，本特集号に 1編の招待論文を掲載した．これは東

日本大震災直後，被害状況や電力・道路等のインフラにつ
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いてWWWを利用した情報提供が行われた際，これらの

情報の拡散を支援するための活動の中心的役割を担ってい

たさくらインターネット株式会社の松本直人氏に執筆を依

頼したものである．この論文ではこの活動で著者が得た知

見をもとに，当時の情報発信の状況を分析し，災害時にお

ける情報システム障害の影響を小さくするための提言とし

てまとめていただくことができた．

最後に，本特集号を企画する機会を与えていただいた学

会各位に感謝する．また本特集号に関心を寄せ，優れた論

文を投稿していただいた著者の方々，とりわけ招待論文を

ご寄稿いただいた松本直人氏に感謝する．ご多忙の中，手

間も時間もかかる指導的査読にご協力いただいた査読者各

位，論文査読の過程で貴重な助言をいただいた編集委員会

委員各位，IOTS2012の準備等で多忙な中，編集作業をサ

ポートをしていただいた副編集委員長，ならびに不慣れな

編集作業をスケジュールどおりに進めるためご尽力いただ

いた学会事務局に感謝する．
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